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　筑波大学は 1973 年 10 月に田園風景の広がるつくばの地に根をおろしました。「開かれた大学」を建
学の理念として掲げ、体育・芸術を含む真の総合大学です。新構想大学として先導的な役割を担ってき
た筑波大学も 2013 年に創立 40 ＋ 101 周年を迎えることができました。“ IMAGINE THE FUTURE.”
を新たなスローガンに、未来志向の大学を、そして TSUKUBA CITY の中枢として、これからも学問の
探求、新たな学問領域の創出に貪欲であり続けたいと考えております。また筑波研究学園都市の中核と
して多様な共同研究・研究者交流を構築し、高度な研究を実現しております。さらには、グローバルに
活躍する人材を高度化する責任もあります。
　現在筑波大学には、118 のリサーチユニットがあります（2014 年 3 月現在）。リサーチユニットは、「新
たな研究領域の創出」、「社会的・地球規模的な課題の解決」に対応する研究活動の加速化と対外的な可
視化を含めた研究推進体制の充実・強化を図るため、部局の枠を超えた横断的研究組織として創設され
ました。
　本冊子は、このリサーチユニットに焦点をあて、一般の方々にも読みやすい体裁を心掛けて作成しま
した。創立 40+101 周年を記念してまず複合系のリサーチユニット総覧を刊行しました。読者の方に筑
波大学の魅力をより感じていただこうという思いが詰まっています。のちに、人社系、理工系、生物系
と刊行予定です。
　URA（大学リサーチ・アドミニストレーター）が、リサーチユニット代表の研究者へインタビューを
行い、それをもとに記事を作成しました。リサーチユニットは、どのユニットもその活動は精力的で、
時代の先端となる研究が多く潜在していることは言うまでもありません。普段大学の研究というと、な
じみのないものかもしれませんが、これを機に筑波大学をより知っていただけると幸いです。
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リサーチユニット総覧 第一部の編集を終えて
　本リサーチユニット総覧第一部は、URA 研究支援室が制作を担当いたしました。各リサーチユニット代表者の
教員へインタビューに伺い、それぞれのリサーチユニットの成り立ちや研究内容、研究に対する思い等を語って
いただきました。そのインタビューをもとに原稿の原案を執筆し、代表者の教員に校正をお願いする形で記事を
完成させております。また、産学連携課の技術移転マネージャーには、インタビューへの同行などを通して制作
に協力いただきました。
　今回、本リサーチユニット総覧第一部を発行するにあたり、制作担当者・協力者からひと言ずつ感想を述べさ
せていただきます。
制作担当（URA 研究支援室）
石本　太郎
　総覧作成のためのインタビューを通じて、研究者の方々が既存の学問分野や組織の枠を超えて集い、新たな研
究領域の創造を目指しておられる姿を目の当たりにすることができました。これは私にとって大きな財産です。
この総覧を手にとって下さった方々に、研究者の熱い想いや研究の面白さを少しでも感じて頂ければ幸いです。
栗原　翔吾
　「大学ではいったい何の研究をしているのだろう？」と疑問に思うかもしれません。私自身この総覧作成に携わ
る前までは、それぞれのリサーチユニットがどんな研究をしているのかはわかりませんでした。インタビューの
回数を重ねる内に「次はどんな研究をしているのだろう？」と興味が湧いてきました。この総覧により、少しで
も大学の研究に興味を持っていただくことができれば幸いです。総覧作成にご協力いただいた皆様、改めて御礼
申し上げます。ありがとうございました。
新道　真代
今回の総覧作成では、代表者である先生へ実際にインタビューを行うことができました。自分なりに研究を理解
したうえでインタビューに臨んでいたつもりなのですが、想像をはるかに超えるお話にいつも興奮してしまいま
した。その興奮をそのままの形で伝えるべく、原稿にしたつもりです。論文や WEB からではうかがい知れない
最先端の研究現場を楽しんでいただけるととても嬉しいです。インタビューへのご協力ありがとうございました！
杉山　梨恵
　先生方へのインタビューを通して、筑波大学にはたくさんの「世界一 / 初」「日本一 / 初」の研究があることを
知りました。また、インタビューを担当していない原稿も読み、可能なら全ての先生方に直接お話を伺いたかっ
たと思いました。この「リサーチユニット総覧」が、先生方の研究の面白さを広く知っていただくきっかけにな
れば幸いです。インタビューにご協力いただいた先生方に、この場を借りまして心から御礼申し上げます。
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森本　行人
　リサーチユニット総覧作成のためのインタビューを快く引き受けていただき、本当にありがとうございました。
URA が学内に浸透していないこともあって、最初は構えがちだった先生方の表情が、インタビューを進めていく
中で少し緩んだ瞬間を覚えています。どのリサーチユニットもたいへん興味深く、インタビューアーだというこ
とをしばしば忘れ、先生のお話に没頭してしまったこともありました。この活動を通じて読者の皆様に、筑波大
学の研究について興味を持っていただければ幸いです。
安村　友紀
　インタビューにお伺いする度に、先生方の研究に対する情熱と研究の面白さに心を奪われました。筑波大学の
研究の質の高さと幅の広さは本当にすばらしいと思います。リサーチユニットの原稿を準備しながら、URA とし
てこのような研究活動を支援できたらどれほど楽しいだろうと思い、大変刺激になりました。ご協力いただきま
した先生方には大変感謝しております。ありがとうございました。
制作協力（産学連携課　技術移転マネージャー）
畠山　靖彦
　研究者経験を持ち（多くは PhD 保有）、先生方の教育・研究活動を支援し大学の運営全般を改善していこうと
する URA の皆さんに同行して、リサーチユニット総覧作成のためのインタビューに参加させていただきました。
異分野連携を進めるための先駆的試みとしてのリサーチユニットの仕組みに接することが出来て、今後の技術移
転マネージャーとしての仕事を進めるうえで非常に有益な経験でした。引き続きこのインタビューには参加させ
ていただきます。
堀部　秀俊
　今、大学には異分野融合によるイノベーション創出が求められています。今年訪問した複合系リサーチユニッ
トはそれを先取りしている存在かと思います。各ユニット代表の先生方から、熱い思いを語っていただき感動い
たしました。今後、今回得られた人脈を活かして、リサーチユニット同士の異分野融合を図っていけたらと思っ
ています。
山本　信行
　リサーチユニットのインタビューでは、医学医療系＆ライフサイエンス分野の多くの先生方に接する機会を得て、
非常に有益でした。技術移転マネージャーの役割は産業界との連携を通じて、先生方の研究成果からのライフイノ
ベーション実現を支援することです。リサーチユニット総覧がそのための広報ツールになればとよいと思いました。
協力
　本リサーチユニット総覧第一部の発行に際しましては、次の方々にもご協力いただきました。この場を借りて
お礼申し上げます。　　　　　　海老原　裕一　　　笹谷　衣代　　　平間　加代子　　　安永　悠子
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